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問１　貴事業所の概要について、ご回答ください。

	会社(事業所)名：

	事業所住所：                                             　　　　　　　　　(℡          　　 　　　     )

	業種概要：                                         　　　　　　　　　       従業員数：　　　　　　　　名

	ご回答者 役職・氏名：



問２　有償物の発生、廃棄物の自社処分・保管等について
（１）貴事業所では、平成2８年度に事業活動に伴って生じた物で、他社に有償で売却した物、あるいは自社の原料や燃料等に利用した物が発生しましたか。該当する番号を１つ選び○をつけてください。
また、発生した場合は、その種類、おおよその量、売却先（県名のみ。海外の場合は国名）、利用用途（わかる範囲で結構です）をご記入ください。（①～③の３つまで）
 (
不要物等
発生量
有償物量
（廃棄物に該当しない物）
排出量
（
産業廃棄物
）
Ａ　中間処理されることなく、他者（社）に有償で
売却した量
Ｂ
　中間処理されることなく、他者（社）に有償で
売却
できるものを自己（社）利用した量
Ｃ
　
中間処理、最終処分（再生利用を含む）
)













図　　有償物量の定義・位置付け


　　　＜Ａ．平成２８年度に有償で売却した物：　事例　→　鉄くずを他人に売却して利益を得た。＞
	 １　発生した････①種類（　　　　　　　　　　　 　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　　トン）
売却先（　　　　　　　　　　　　　　県 ）※複数の記入可。
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②種類（　　　　　　　　　　　　 　　）、重量（　　　　　　　　　　　　　トン）
売却先（　　　　　　　　　　　　　　県 ）※複数の記入可。
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③種類（　　　 　　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　　トン）
売却先（　　　　　　　　　　　　　　県 ）※複数の記入可。
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　発生していない 　


＜Ｂ．平成２８年度に自社利用した物：　事例　→　バガスを自社ボイラの燃料に使用した。＞
	 １　自社利用した････①種類（　　　　　　　　　　　 　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②種類（　　 　　　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　　　　　　　　 トン）
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
③種類（　　　 　　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　 　　　　　　　トン）
利用用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　自社利用はしていない



＜Ｃ－１．平成２８年度に自社中間処理した物：　事例　→　汚泥を脱水した。＞
	 １　自社中間処理した････①種類（　　　　　　　　　　　　  　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
②種類（　　 　　　　　　　　　 　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
③種類（　　　 　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
２　自社中間処理はしていない



＜Ｃ－２．平成２８年度に自社埋立処分した物：　事例　→　燃え殻を埋立処分した。＞
	 １　自社埋立処分した････①種類（　　　　　　　　　　　   　）、重量（　　　　　　　　　　 　　トン）
②種類（　　 　　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　 　　　トン）
③種類（　　　 　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　 　トン）
２　自社埋立処分はしていない



＜Ｄ．平成２８年度に自社保管した物：　事例　→　破砕・粒度調整後に貯留ヤードで保管した。＞
	１　保管はしていない
２　自社未処理の保管････①種類（　　　　　　  　　　　 　  ）、重量（ 　 　　　　　　　　　　トン）
②種類（　　 　　　　  　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
③種類（　　　 　　　　  　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
３　自社処理後の保管････①種類（　　　　　　　　　  　　   ）、重量（ 　 　　　　　　　　　　トン）
②種類（　　 　　　　　　　  　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
③種類（　　　 　　　　　　　  　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）



問３　産業廃棄物の排出量について
貴事業所における平成２８年度の産業廃棄物の排出量は、前年度（平成２７年度）に比べて変化しましたか。該当する番号に１つ○をつけてください。また、おおよその増減率、その理由等をお聞かせください。

	１　増加した　　→　　約（　　　　　）％
２　ほとんど変化はない
３　減少した　　→　　約（　　　　　）％


　　　　増加した理由、あるいは減少した理由をお聞かせください。
	






問４　産業廃棄物の県外処理について
（１）貴事業所では、平成２８年度に県外業者に中間処理を委託しましたか。該当する番号を１つ選び○をつけてください。また、委託している場合は、主な種類、おおよその量、委託先（県名、業者名）について、ご記入ください。
（①～③の３つまで）

	１　委託した････①種類（　　　　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　　　　　　　   　　　　　　　）
②種類（　　 　　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　　　　　　　　  　　　　　　 ）
③種類（　　　 　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　　　　　　　　　　  　　 　　） 
２　委託していない 

	


（２）貴事業所では、県外業者にリサイクル（再生利用）を委託しましたか。該当する番号を１つ選び○をつけてください。
また、委託している場合は、主な種類、おおよその量、主な委託先、利用用途（わかる範囲）について、ご記入ください。（①～③の３つまで）

	１　委託した････①種類（　 　　　　　　　　　　　  ）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　県 ）､利用用途（　　　　　　　　 ）､業者名（　　　 　　　　　　）
②種類（　　 　　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　県 ）､利用用途（　　　　　　　　 ）､業者名（　　　 　　　　　　）
③種類（　　　 　　　　　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　県 ）､利用用途（　　　　　　　　 ）､業者名（　　　 　　　　　　）
２　委託していない 

	


（３）貴事業所では、県外業者に埋立処分を委託しましたか。該当する番号を１つ選び○をつけてください。
また、委託している場合は、主な種類、おおよその量、委託先について、ご記入ください。（①～③の３つまで）

	１　委託した････①種類（　 　　　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　   　　　　　　　　　　　　　）
②種類（　　 　　　　　　　　　　 　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　   　　　　　　　　　　　　　）
③種類（　　　 　　　　 　　　　　　）、重量（　　　　　　　　　　　　トン）
委託先（　　　　　　　　　　　県 ）、業者名（　　　   　　　　　　　　　　　　） 
２　委託していない



問５　産業廃棄物処理業者への処理委託について
近年、産業廃棄物の収集運搬業、処理業等の許可を得ていないにも関わらず収集運搬や処理事業を行ったとして、排出事業者や処理業者が廃棄物処理法違反の罪に問われる事例が発生しています。貴事業所では、産業廃棄物の中間処理、最終処分（再生を含む）を行う業者と処理委託契約を結ぶ際、最も重視する項目は何ですか。該当する番号を１つ選び○をつけてください。

	１　料金や運搬距離（近さ）
２　処理委託する産業廃棄物の種類・量に対して、処理方法・処理能力が適切かどうか
３　優良産廃処理業者の認定を受けているかどうか
４　電子マニフェストを運用しているかどうか
５　産業廃棄物の発生はない（処理を委託していない）
６　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　                             　　　　　　　　　　　　）
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問６　大規模災害発生時のＢＣＰ（事業継続計画）について
大規模災害（地震、津波、風水害等）により発生した災害廃棄物の処理について、全国的に検討が進められています。沖縄県においても、大規模災害発生時の災害廃棄物処理を迅速かつ適切に進めるため、平成29年3月に沖縄県災害廃棄物処理計画※を策定しました。
大規模災害発生時には、事業所自体が被災する可能性がありますが、貴事業所では、大規模災害により事業所に損害が発生した際のBCP（事業継続計画）を作成していますか。また、災害廃棄物に対するリスク管理（危険物の流出防止措置等）に関する定めを設けていますか。該当する番号に１つ○をつけてください。
※沖縄県災害廃棄物処理計画の詳細は県ホームページ(http://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/seibi/saigaihaikibutusyorikeikaku/saigai_keikaku_gaiyou.html)をご覧ください。
また、BCP（事業継続計画）の詳細は内閣府ホームページ（http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kigyou/keizoku/index.html）をご覧ください。
	１　BCP（事業継続計画）を作成しており、災害廃棄物に対するリスク管理に関する定めも設けている
２　BCP（事業継続計画）を作成しているが、災害廃棄物に関対するリスク管理に関する定めは設けていない
３　BCP（事業継続計画）を作成していないが、災害廃棄物に対するリスク管理に関する定めは設けている
４　BCP（事業継続計画）は作成しておらず、災害廃棄物に対するリスク管理に関する定めも設けていない
５　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　）



問７　産業廃棄物税について

（１）沖縄県では、平成18年4月1日から「産業廃棄物税（法定外目的税）」を導入しています。その税収は、産業廃棄物の排出抑制、再生利用、適正処理を推進するため、①公共関与による産業廃棄物最終処分場の周辺環境整備、②事業者等による排出抑制・リサイクル等への支援、③処理業の優良化の促進、④不法投棄等防止対策等の施策に充てています。貴事業所では、これらの税収の使途・事業等について、どのようにお考えですか。該当する番号に１つ○をつけてください。

	１　評価できる　
２　やや評価できる
 (
※税制度・使途等については、
沖縄県環境整備課の
ホームページ
（
http://www.pref.okinawa.jp/site/kankyo/seibi/7721.html
）を
ご覧ください。
)３　あまり評価できない
４　評価できない　
５　わからない



（２）貴事業所が望む税収の使途・事業等について、該当する番号に１つ○をつけてください。

	１　公共関与による産業廃棄物処分場の整備を強化すべき
２　産業廃棄物の排出抑制・リサイクル等の促進を強化すべき
３　産業廃棄物処理施設整備への支援を強化すべき
４　処理業者の優良化の促進を強化すべき
５　不法投棄の防止対策や監視・指導体制を強化すべき
６　電子マニフェストの導入等に関する支援を強化すべき
７　講習会の開催等により、産業廃棄物に関する法律や制度等の普及・啓発を強化すべき
８　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



問８　その他
産業廃棄物の処理等に関する課題・問題点、県に対する要望等、ご自由にご記入ください。

	







　－ 　ご協力ありがとうございました。　－
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